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代謝に関する生物学的研究で，Holickは皮膚での previtamin D3から vitamin D3への変化は低温（5℃）よ
り室温に近い 25℃においてより促進されるとイグアナを用いた実験で示している。
　本研究では得られたデータが限られていたが，緯度によって変化する気象因子と膵癌との間に，日射量の
少ない地域，気温の低い地域は膵癌のリスクが高くなるという関連が認められた。
（結論）
　少ない日射量と低い気温は膵癌死亡の増加に影響を与えていると思われる。この影響はリスク因子で調整
した後も認められた。気象因子と膵癌の関連について，生物学的検証も含めて，更なる研究が必要と思われる。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　複数の癌において北の地域ほど頻度が高くなっていることは知られていた。本研究は膵癌に焦点を絞って
日本の市町村別膵癌死亡数などの統計資料を駆使して，膵癌と最高気温，日照量との関連を明らかにした。
資料の限界，とくに日照量については気象のみならず職業，生活習慣により個人差が大きいため，明確な結
論は得にくいが，その限界を考慮しても，膵癌と気象との関係を明らかにした有意義な論文であると評価さ
れた。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
